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植物を利用した汚染土壌浄化 
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研究目的 ジニア植物を用いた油汚染土壌浄化効果の向上 

研究内容 
鉱物油汚染土壌に対するファイトレメディエーションの実用化を目的として、汚染浄 
化効果の高い植物、特に花卉植物、の選択を行ない、ジニア（Zinnia hybrida）で効果が

高いことを見出した。現在は、さらなる浄化効果向上を目指した研究を行っている。 

用  途 
環境浄化 
・研究シーズの製品化、実用化が可能な連携企業を探しています。 

関連画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

     Zinnia hybrida 

キーワード ジニア、油汚染土壌、浄化、ファイトレメディエーション 

関係論文 
Screening of plants for phytoremediation of oil-contaminated soil. International Journal of 
Phytoremediation. 18(5): 460-466. 2016.   
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異なる英小文字は処理区間のFisherのLSD検定で5%水準で有意差あり(n=8)

■初期TPH濃度
■イタリアンライグラス栽培区
■ジニア栽培区
■アルファルファ栽培区
■非栽培区
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